


















 

栄養法別(人工栄養,母乳栄養)に新生児大便中の菌叢構成のパターンを,生後

1,5,30 日目まで経日的に追跡した。 

(1)人工栄養児における腸内菌叢の動態 

人工栄養児における大便中の細菌叢の質的,量的な解析を経日的におこなつた

結 果 ,Staphylococcus, epidermidis, Streptococcus faecalis, E.coli, 

Klebsiella pneumoniae などの通性嫌気性菌が生後 1～5 日目に出現し,これら

の菌種の出現より遅れて生後 30 日目には Eubacteriunl, Peptostreptococcus, 

C1ostridium, Promibacterium などの嫌気性菌の出現がみられ,通性嫌気性菌群

との間に共存のパターンがみとめられた。(表 1,2,3) 


